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レーダ雨量計合成データの
品質確保・向上に向けて

河川情報取扱技術研修
2019年10⽉17⽇
河 川 情報センター
研究第⼀部 寺川 陽

 国⼟交通省レーダ⾬量計ネットワーク
 Cバンドレーダ全国合成システム
 XバンドMPレーダ
 CバンドレーダMP化とCX合成システム
 川の防災情報システム
 まとめ

レーダ⾬量データの積極的な活⽤に向けて

お話しする内容

国⼟交通省レーダ⾬量計
ネットワーク

国⼟交通省は、全国26基のＣバンドレーダ⾬量計 (うち16基が
MP化されている) と、39基のＸバンドＭＰレーダ⾬量計を運⽤
し、PC端末やスマートフォン等を介して合成レーダ⾬量画像
を広く⼀般に提供するとともに、河川・流域管理や道路管理等
に活⽤しています。
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国⼟交通省レーダ⾬量計50年のあゆみ

1966 建設省 レーダ雨量計実用化に向けた研究に
本格着手

1976 建設省レーダ雨量計第1号を赤城山に設置
1985 河川情報センターが設置され、翌1986年より

レーダ雨量データの情報配信を開始
2000 高城山レーダが完成し、26基のCバンドレーダ

で全国をカバー
2003 Cバンドレーダ全国合成システムを運用開始
2010 XMPレーダの合成データ（XRAIN)の配信開始
2015 XMPレーダ浜松局が完成し、39基体制
2016 CMPレーダ（9基）とXMPレーダ合成の試行配信

開始
2017 CMPレーダ（14基）とXMPレーダの合成による

XRAIN-GISの配信開始

国⼟交通省Cバンドレーダ位置図（全26基）
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※ 円は定量観測
範囲（半径120km）
※ 青円（太線）の
16基はMP化され
たCバンドレーダ

国⼟交通省XバンドMPレーダ位置図（全39基）
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※円は定量観測範囲
（半径60km）
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Cバンドレーダ⾬量計とXバンドMPレーダ⾬量計の⽐較

6

Cバンドレーダ CバンドMPレーダ XバンドMPレーダ
周波数、波⻑ 5.2〜5.4GHz, 5cm程度 5.2〜5.4GHz, 5cm程度 9.7〜9.8GHz, 3cm程度

定量観測範囲 120km 120km 60km

設置位置 ⼭岳部 ⼭岳部 平地が多い

偏波観測 ⽔平 垂直，⽔平 垂直，⽔平

運⽤仰⾓数
（CAPPI⽤仰⾓を除く）

1〜4仰⾓
(レーダごとに異なる)

2仰⾓ 2仰⾓

地上⾬量補正 あり なし なし

空間解像度 1kmメッシュ 250mメッシュ 250mメッシュ

観測周期 5分 1分 1分

情報更新間隔 約10分遅れ 約1分遅れ 約1分遅れ

観測範囲 ⽇本全⼟ ⽇本全⼟（途上） 主に都市部

Cバンドレーダ全国合成システム
Ｃバンドレーダ⾬量計は、定量観測範囲がレーダサイトから
120ｋｍ。26基の合成によって⽇本全国をカバーしており、広
域を⾯的に観測する⼿段として優れています。地上⾬量計によ
るキャリブレーションを加えた1ｋｍメッシュ、5分間隔のオン
ライン合成データが約5分遅れで配信され、洪⽔予測システム
の⼊⼒等に活⽤されています。また、より⾼精度に補正された
同時刻合成データ（約４時間遅れ）が蓄積されています。

項⽬ Cバンドレーダ
データ処理範囲 半径200－300km
定量観測範囲 半径120km
1観測データ

当たりの測定回数 25回

観測セルサイズ 半径⽅向1.5km、
円周⽅向1.4度の扇型

照射した電波(水平偏波)の反射
してきた強さから雨の強さを推
定する。しかし、同じ強さの雨で
も、その雨の粒径分布が異なる
と受信電力は大きく変化するた
め、地上雨量による補正が必要

雨滴が大きくな
るほど扁平率が
高くなる。

雨滴

水平偏波の例

地デジアンテナ

Cバンドレーダ⾬量計の観測のしくみ（１）
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Cバンドレーダ⾬量計の観測のしくみ（２）

レーダから発射した電波が雨滴にあたって反射（後方
散乱）する時の強度は、雨量強度が大きいほど強い
ことを利用して、観測された受信電力値（Pr)をレーダ
方程式を介して反射因子 Z(mm6/m3) に変換し

Z=BRβ B, βは経験的に定める定数

の経験的関係式から雨量強度 R(mm/hr) を求める。

※ 定数B,βが観測エリアの雨滴粒径
分布の変化によって変わることに
どうやって追随するかが課題

地上雨量観測値による補正
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Cバンドレーダ オンライン合成と同時刻合成
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全国26基レーダ⾬量計
極座標データ

数時間遅れて作成

オンライン全国合成レーダ⾬量
⇒補正対象観測値の前の時刻の
データだけを⽤いる（外挿）

同時刻全国合成レーダ⾬量
⇒補正対象観測値の前後の時刻

のデータを⽤いる（内挿）

リアルタイムでデータを配信

「川の防災情報」を通じて、
リアルタイムで情報配信

より⾼精度に補正された時空間降
⾬データとして、
①⽔⽂観測業務規程に基づき、永
久保存
②洪⽔予測に⽤いる流出解析モデ
ルの検証等に活⽤

Cバンドレーダ 地上観測⾬量による補正（１）
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地上⾬量による補正としては、①⼀様補正（レーダ⾬量計毎の補正）、②メッシュ補正
（1kmメッシュ単位での補正）の２段階の補正を実施

図 メッシュ補正係数算出イメージ
（ダイナミックウィンドウ法）

1. ⼀様補正（地上⾬量補正①）
・レーダ⾬量計間の観測レベルの調整を⾏
うため、レーダ⾬量計の定量観測域
（120km）における地上⾬量の総和とレー
ダ⾬量総和との⽐により補正係数を算出

2.全国合成
・前⾴の全国合成マップに基づき、全国合成

3.メッシュ補正（地上⾬量補正②）
・局所的な降⾬や地域特性に起因する降⾬に
対応するため、配信している1kmメッシュ毎
に、周囲の複数の地上⾬量計のデータを⽤い
て補正係数を算出

図 ⼀様補正係数算出イメージ
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Cバンドレーダ 地上観測⾬量による補正（２）

12

Cバンドレーダ 全国合成マップ
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各レーダ⾬量計の観測範囲、ビーム遮蔽状況、観測⾼度等から各レーダによる観測値を
⽤いるのが最も適切であるエリアをあらかじめ設定

全国合成マップ（2019年9⽉時点）

あるレーダ⾬量計が⽋測の場合
には、事前に定めた優先順位に
基づいて、周囲のレーダ⾬量計
により⾃動的にカバーされる

Cバンドレーダの精度評価（１）【精度指標値解析例】
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(最頻値 　合成処理前： 0.890　オンライン全国合成後： 0.970　同時刻全国合成後： 0.990)

(相関係数0.8以上の割合 合成処理前： 42.7%  オンライン全国合成後： 73.8%　同時刻全国合成後： 93.2%)
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数

相関係数

ｵﾝﾗｲﾝ合成レーダ

同時刻合成レーダ

合成処理前レーダ

地上⾬量（全国約1万地点）とその直上メッシュのレーダ⾬量値との⽐較により、総⾬
量⽐、相関係数等を算出し、配信データの品質を確認

図 Rr-Rg散布図事例 図 相関係数ヒストグラム事例

Cバンドレーダの精度評価（２）【単体レーダ観測性能の経年変化】
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選定降⾬の降⾬成因や機器の経年劣化及び機器更新後の観測特性の変化等により、レー
ダ⾬量の観測精度は変動するため、経年的な観測精度の確認が必要

図 Rr-Rg散布図の経年変化分析事例

2013年 2014年 2015年

総⾬量⽐＝0.290,相関係数＝0.787 総⾬量⽐＝1.009,相関係数＝0.747 総⾬量⽐＝0.762,相関係数＝0.738

・地上⾬量に⽐べ、レーダ
⾬量がかなり過⼩。過年度
から同様の傾向であったた
め、⾬滴定数を検討して実
機に反映

・⾬滴定数再設定の結果、
観測精度が⾶躍的に向上

・観測精度は概ね良いが、
レーダ⾬量がやや過⼩傾向

Cバンドレーダの精度評価（３）【指標値の平⾯分布図】
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図 総⾬量⽐平⾯分布図の事例

指標値（相関係数、総⾬量⽐）平⾯分布図の作成により、⾯的な観測精度を確認
また、低精度地点を抽出し、要因を分析

総⾬量⽐が0.8以下の
地点が集中している

総⾬量⽐が過⼤傾向な
地点が多い

Cバンドレーダの精度評価（４）【レーダ⾬量画像例 2015年9⽉関東・東北豪⾬】
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Cバンドレーダの精度評価（5）【レーダ⾬量画像例 2018年7⽉⻄⽇本豪⾬】
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Cバンドレーダの精度評価（５）【⾬量画像⽬視点検例①】
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地⽅別に作成した5分毎の拡⼤⾬量画像を時系列で確認することにより、合成レーダ⾬
量画像が不⾃然な事例を抽出し、その要因や改善⽅法などについて整理
下記の事例では、隣接レーダの⾬量値配信仕様の違いにより⾬量不連続が発⽣

⾬量強度の不連続が発⽣

R⼭レーダとO⼭レーダの合成
境界で⾬量不連続が発⽣して
いる
⇒両レーダの⾬量値配信仕様
の違いが要因同時刻合成レーダ⾬量画像

全国合成マップ

羅漢⼭

⼤和⼭

Cバンドレーダの精度評価（６）【⾬量画像⽬視点検例②】
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レーダサイト付近の強⾬により、観測範囲全体の⾬量レベルが低下している事例

⾬量強度の不連続が発⽣

S岳レーダの観測範囲で⾬量を
観測できていない
⇒S岳レーダサイト付近の強⾬
に伴う減衰により、観測範囲
の全体にわたって観測⾬量レ
ベルが低下している

同時刻合成レーダ⾬量画像
（2015/08/25 7:00）

全国合成マップ

羅漢⼭

釈迦岳

⼋本⽊⼭

Cバンドレーダの精度評価（７）【⾬量画像⽬視点検例③】
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シークラッタ（海⾯からの反射によるエコー）が発⽣していると考えられる事例

レーダから100kmほど
離れた沖合いに、移動し
ないエコーが発⽣

M⼭レーダの観測範囲で発⽣
しており、T⼭レーダで確認す
ると、当該領域で⾬量を観測
していない
⇒M⼭レーダ（仰⾓0°）の
シークラッタと考えられる

同時刻合成レーダ⾬量画像
（2015/08/25 7:00）

⾼城⼭
明神⼭

Cバンドレーダの精度評価（８）【雨滴定数の要検討事例】
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過年度から継続的に降⾬を過⼤⼜は過⼩に観測する傾向があるレーダ及び機器更新後の
レーダについては、⾬滴定数（B、β）の再検討が必要 [Z=BRβ]

S⼭レーダ M⼭レーダ

2013年の機器更新後、
降⾬を過⼤に観測

 
対象地整： 四国地方整備局 対象地点： 明神山レーダ
対象降雨： 解析対象3降雨

総雨量比＝ 0.506 相関係数＝ 0.788
回帰係数＝ 0.422 Ｒ Ｍ Ｓ Ｅ＝ 6.284
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2011年より、
降⾬を過⼩に観測する傾向

XバンドMPレーダ⾬量計
XバンドMPレーダ雨量計は、Cバンドに比べて、小型で、高い分解能の

観測が可能であり、地上雨量計による補正なしで精度の高い観測が可

能です。250mメッシュで、毎1分ごとにほぼリアルタイムのデータ配信が

なされています。複数のXMPレーダを重ね合わせることにより、大都市

域を中心に、空間的・時間的に集中した降雨のモニタリング手段として

優れています。
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項⽬ Xバンド
データ処理範囲 半径80km
定量観測範囲 半径60km
1観測データ

当たりの測定回数 2回

観測セルサイズ 半径⽅向150m、
円周⽅向1.2度の扇型

水平・垂直偏波を用いて計測
することで、雨滴の扁平状況
から雨量を従来より正確に把
握することができるため、地
上雨量による補正なしで、ほ
ぼリアルタイムに観測結果を
配信することが可能

雨滴が大きくな
るほど扁平率が
高くなる。

雨滴

垂直偏波の例

ドコモ基地局

アンテナ

XバンドMPレーダ⾬量計の観測のしくみ（１）
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「マルチパラメータ化」の仕組み

レーダから発射した電波が雨滴によって散乱され
返ってくる過程で、電波が雨域を通過するたびに位
相が少しずつずれる（雨が強いほど大きくずれる）
こと、そして雨滴形状のひずみのため水平偏波の
方が垂直偏波より大きくずれることを利用して雨量
強度分布を観測する。

偏波間位相差Φdp の単位距離あたりの変化 Kdp

（ 偏 波 間 位 相 差 変 化 率 °/km ） と 雨 量 強 度
R(mm/hr) の関係式

R=α・a1・Kdp
a2 a1、a2は観測仰角で決まる定数

によって、レーダ観測によって求めた Kdp をRに変
換することができる。

XバンドMPレーダ⾬量計の観測のしくみ（２）
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MPレーダ⾬量計の合成の仕組み 【クレスマン内挿法】

26図 クレスマン内挿法イメージ図

XRAINでは、クレスマン内挿法【観測条件（ビーム⾼度、レーダからの距離、⾬量算
定⼿法）を考慮して複数レーダ、仰⾓の観測値を重み付けして平均する⼿法】を⽤いて、
合成

現行のXRAIN（CバンドMPレーダとXバンドMPレーダの合成）では、クレスマン内挿法

が採用されており、一定の高さまでを観測している複数のレーダ雨量データを用いて、レ
ーダから近いほど、また観測高さ(レーダビームの中心高度)が低いほど重みを大きくし
た重み付け平均によって各メッシュの雨量を計算している。

どの高さまでのデータをどのように重み付けするかは、合成レーダ雨量の品質を確保
する上での重要なパラメータである。

XバンドMPレーダ⾬量精度検証（０） 【ディスドロメータ】
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降⾬中に含まれる⾬滴の粒径分布及び降⾬強度を測定することができる観測機器
インパクト式

・センサ部（⻩⾊の振
動コーン）にあたった
振動⾳から⾬滴の個数
と粒径をカウント
・⾬滴の粒径のランク
毎（合計20チャンネ
ル）に分割して1分間
あたりの個数を記録

ビデオ式（2DVDタイプ）

・光ビームを通過する落下粒⼦
（⾬滴・雪⽚など）を、２台のラ
インスキャンカメラで2⽅向から
捕捉することで、粒⼦1個毎にそ
の形状、⼤きさ、扁平率、落下速
度、⽔平速度を測定して記録
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雨滴の個数

観測データの例（インパクト式）
2015/07/21 23:16のデータ
この時刻の⾬量強度は53.4mm/h

表 各クラスの降⽔粒⼦の平均直径と平均落下速度
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

平均直径(mm) 0.359 0.455 0.551 0.656 0.771 0.913 1.116 1.331 1.506 1.665 1.912 2.259 2.584 2.869 3.198 3.544 3.916 4.35 4.859 5.373

平均落下速度(m/s) 1.435 1.862 2.267 2.692 3.154 3.717 4.382 4.986 5.423 5.793 6.315 7.009 7.546 7.903 8.258 8.556 8.784 8.965 9.076 9.137

XバンドMPレーダ⾬量精度検証（１）【指標値⽐較例①単体】
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距離
サイト

XバンドMPレーダ⾬量 Cバンドレーダ⾬量
(km) 相関

係数
RMSE 総⾬

量⽐
回帰
係数

相関
係数

RMSE 総⾬
量⽐

回帰
係数(mm) (mm)

半径0〜30km
⼭⿅ 0.91 0.85 1.24 1.12 0.71 1.66 1.10 1.11 

宇城 0.89 1.02 1.25 1.13 0.72 1.63 1.15 1.10 

半径30〜60km
⼭⿅ 0.78 1.06 1.00 0.95 0.71 1.42 1.08 1.05 

宇城 0.78 1.03 1.06 0.99 0.73 1.47 1.09 1.07 

半径60〜80km
⼭⿅ 0.64 1.24 0.76 0.73 0.69 1.36 1.08 1.05 

宇城 0.65 1.13 0.87 0.82 0.73 1.29 1.09 1.02 

半径0〜60km
⼭⿅ 0.84 0.98 1.10 1.03 0.71 1.50 1.09 1.07 

宇城 0.82 1.03 1.12 1.05 0.73 1.51 1.11 1.08 

距離
サイト

XバンドMPレーダ⾬量 Cバンドレーダ⾬量
(km) 相関

係数
RMSE 総⾬

量⽐
回帰
係数

相関
係数

RMSE 総⾬
量⽐

回帰
係数(mm) (mm)

半径0〜30km
⼭⿅ 0.96 2.53 1.23 1.16 0.89 4.03 1.10 1.09 

宇城 0.90 3.99 1.24 1.12 0.85 4.91 1.14 1.04 

半径30〜60km
⼭⿅ 0.89 2.80 1.01 0.98 0.87 3.97 1.08 1.03 

宇城 0.88 2.70 1.06 1.03 0.89 3.88 1.09 1.06 

半径60〜80km
⼭⿅ 0.77 3.41 0.72 0.73 0.86 3.79 1.08 1.05 

宇城 0.78 2.73 0.84 0.85 0.90 3.26 1.09 1.03 

半径0〜60km
⼭⿅ 0.92 2.69 1.11 1.07 0.88 3.99 1.09 1.05 

宇城 0.89 3.20 1.13 1.07 0.88 4.16 1.10 1.06 

10分雨量

60分雨量

※Cバンドレーダ全国合成と比較して同程度

の値を黄色で、同程度以上の値を赤色で示
す。相関係数、総雨量比、回帰係数は±0.05、
10分雨量のRMSEは±0.25、60分雨量の
RMSEは±0.5以内の差は同程度と判定。
※Cバンドレーダ全国合成は、合成を行った
上で地上雨量によるオンライン補正を行った
ものである。

遠⽅に⾏くにつれ、
指標値は低下傾向

算出した指標値をCバンドオンライン合成レーダ⾬量と⽐較することにより、配信デー
タの品質が概ねCオンラインと同程度以上であることを確認

Cバンドオンライン合成レーダ⾬量と
概ね同程度以上の精度にあることを確認

XバンドMPレーダ⾬量精度検証（２）【指標値⽐較例②合成】

29

10分雨量

60分雨量

図 熊本地域領域分けの例

XMP合成⾬量の精度指標値の算出にあたっては、各レーダ中⼼からの距離によって領域
分け

■領域1
あるサイトから半径30km以内＆異なるサイト
から半径60km以内

■領域2
あるサイトから半径30〜60km＆異なるサイト
から半径30〜60km

or 
あるサイトから半径30km以内＆異なるサイト
から半径60km以遠（もしくは異なるサイトは
存在しない）

■領域3
あるサイトから半径30〜60km＆異なるサイト
から半径60km以遠（もしくは異なるサイトは
存在しない）

■領域4（領域1〜3以外）
どのレーダからも半径60km以遠となる領域

領域
ＸＲＡＩＮ Cバンドレーダ全国⾬量

相関
係数

RMSE 総⾬
量⽐

回帰
係数

相関
係数

RMSE 総⾬
量⽐

回帰
係数（mm） （mm）

領域1 0.92 3.54 1.21 1.12 0.87 4.49 1.12 1.08 

領域2 0.87 3.95 1.11 1.03 0.85 4.70 1.09 1.03 

領域3 0.89 2.78 1.08 1.00 0.86 3.60 1.09 1.03 

領域4 0.83 3.28 1.02 0.94 0.86 3.53 1.10 1.05 

表 熊本地域合成⾬量（60分⾬量）
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XバンドMPレーダ⾬量精度検証（３）【指標値平⾯分布図】

30

指標値（相関係数、総⾬量⽐）平⾯分布図の作成により、⾯的な観測状況を確認すると
ともに低精度地点を抽出し、要因を分析

図 相関係数平面分布図事例（10分雨量）

レーダサイトから遠⽅
になるに従って、
指標値が低下する傾向

XバンドMPレーダ⾬量精度検証（４）【⾬量画像例】
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ＸバンドMPレーダはCバンドレーダに⽐べ、時空間分解能が⾼い反⾯、降⾬減衰の影響
が顕著

図 電波消散域の発生事例（北部九州地域）

レーダサイトから強⾬域の背後では、
電波が減衰し、降⾬を捉えられない

XバンドMPレーダ⾬量精度検証（５）【電波消散域頻度分布図①】

32図 電波消散域頻度分布図事例 （熊本地域の分析例）

対象降雨： 2015/6/11 02:00～18:00(梅雨前線）

対象降⾬期間における電波消散域の発⽣頻度分布を整理し、電波消散が発⽣しやすい領
域の分布状況等を確認

XバンドMPレーダ⾬量精度検証（６）【電波消散域頻度分布図②】

33図 電波消散域頻度分布図事例 （北部九州地域の分析例）

対象降雨： 2015/8/25 0:00～15:00 （台風）

対象降⾬期間における電波消散域の発⽣頻度分布を整理し、電波消散が発⽣しやすい領
域の分布状況等を確認

CバンドレーダMP化と
CX合成システム

Cバンドレーダ⾬量計のMP化が順次進められており、広域を精度よく
観測するのに適したCMPレーダと、時間的・空間的に集中した降⾬を
観測するのに適したXMPレーダを合成したXRAIN-GISが2017年8⽉よ
り配信開始されました。XMPレーダの消散域をCMPレーダでカバーす
るなどの相互補完により、広域にわたって時空間分解能の⾼いレーダ
⾬量データを提供します。

CバンドレーダMP化の動向

35

2019年9⽉現在、Cバンドレーダ26基のうち
16基をMP化
2017年8⽉より、C-MPとX-MPの合成による
XRAIN-GISの配信開始
今後、残り１０基のCバンドレーダを順次MP化
し、⽇本全国の陸域をカバーする⾒込み

C-MPの観測原理は、X-MPと同様に、垂直・水平２
種類の偏波による偏波間位相差変化率（Kdp）を観
測して、雨量強度に変換（P25参照）

C-MPとX-MPの合成には、X-MP合成と同様に、複

数のレーダによる雨量観測値を、レーダからの距離
及び観測高度等による重みをつけて平均する、クレ
スマン内挿法を採用（P26参照）
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CMPレーダとXMPレーダの合成による観測性能の向上

36

図 九州地域MPレーダ⾬量の観測状況

それぞれ定量範囲を図⽰
・ＣバンドMPレーダ⾬量計︓120km
（釈迦岳、国⾒⼭）

・ＸバンドMPレーダ⾬量計︓60km
（⾵師⼭、古⽉⼭、菅岳、九千部、

⼭⿅、宇城、桜島）

桜島

XMPレーダとCMPレーダ
のデータを合成すること
により、電波消散の問題
を軽減しつつ、時間的、
空間的にきめ細かな降⾬
観測を実現

雨量情報の信頼性がさらに向上

2019年9月現在、全国16基のCMPレーダと
39基のXMPレーダを合成したCX合成雨量画像
（XRAIN）が、提供されている

⾬量情報サイト レーダ⾬量計 配信間隔 解像度 配信遅れ
地上⾬量計
による補正
の必要性

カバー範囲

XRAIN CバンドMPレーダ⾬量計
XバンドMPレーダ⾬量計 1分 250m

メッシュ 1~2分 なし 順次全国に
拡⼤

Cバンドレーダ Cバンドレーダ⾬量計 5分 1km
メッシュ 約10分 あり 全国

XRAINの配信

37

雨量情報の信頼性がさらに向上

観測レーダの重複状況による領域区分（1）

38

雨量情報の信頼性がさらに向上

観測レーダの重複状況による領域区分（2）

39

(2019年9月現在)

川の防災情報システム
従前の「川の防災情報システム」の機能を⾼めた新バージョンの運
⽤が開始され、広く国⺠⼀般の⽅々に、PC端末やスマートフォン等
を介して、⾬量、河川⽔位を含む⽔防災情報が提供されています。
CXレーダ合成データについてもXRAINとして⾒ていただけるように
なっています。

http://www.river.go.jp
https://www.river.go.jp/e/ (英語版試行)

川の防災情報のリンクボタンから
XRAINのサイトへ移動

川の防災情報システム XRAIN－GISの提供

41
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RAIN【拡大試行版】の操作方法日本全国から地域を選択して、地図上で
任意に拡大・縮小・移動しつつ、CX合成雨
量データをビジュアルに見ることが可能

●ミニマップを使用した移動

●メインマップ上での移動

●マウスホイールでの拡大縮小

新・川の防災情報システム XRAIN－GISの提供

42

まとめ

 国土交通省は全国26基のCバンドレーダ雨量計
と39基のXバンドMPレーダ雨量計を運用し、それぞ
れの特性を生かしたレーダ合成雨量を配信・蓄積
 CバンドレーダのMP化が進められており
（2019年9月現在16基） CX合成雨量データ(1分間
隔、250mメッシュ）を配信。CX合成（XRAIN)の対象
エリアは順次拡大の見込み
 降雨の時間的・空間的な分布をきめ細かく把握
できるデジタルデータとして、レーダ雨量ならではの
価値に着目した活用の広がりに期待

http://www.river.or.jp

ご清聴ありがとうございました

【参考】
実務技術者のためのレーダ雨量計講座

http://www.river.or.jp/jigyo/radar/314.html
レーダ雨量計で見る過去の豪雨事例

http://www.river.or.jp/jigyo/radar/radar_past.html


